
国際協力の現場を語る
JICA（独立行政法人国際協力機構）は開発途上国の発展を支援するため、実務の経験と知識
を持った人達を「JICA海外協力隊」として派遣しています。この人達は海外旅行などでの体験

とは違った、海外協力隊ならではの様々な体験をしてきています。赴任国で体験した、生活、
文化、人々との触れ合い、苦労、喜び、伝えたいメッセージなどを熱く語っていただきます。

(2025年1月版)

◆日 時 ： 毎月第3水曜日 15時00分～16時45分

◆タイトル ： シニアの挑戦 !! 国際協力の現場を語る

◆会 場 ： JICA横浜（又は横浜市消費生活総合センター）、Web会議(Zoom)併用 

◆主 催 ： NPO法人 シニアボランティア経験を活かす会 ◆協力 ： JICA横浜

◆会 費 ： 無 料（どなたでも自由に参加でき同時にZoomによるWeb会議も

実施しますのでこちらへも参加できます）

赴任国（講演者）

第231回

4月16日

（水）

ジャマイカ

（大森 幸子）

「タ イ ト ル」 講 演 概 要

シニアの挑戦!!

第230回

3月19日
（水）

ｺﾝｺﾞ民主共和国、
バングラデシュ、
アメリカ等
（戸田 隆夫）

第232回

5月21日
（水）

ネパール
（井沢 孝次）

「次世代に何を伝えるか？」

第229回

2月19日
（水）

パキスタン
（横溝 清子）

未来の世界をどう捉えるか？ そして、そのような未来において次世代が幸せ

に生きていくために、私たちには何ができるか？ 40年間の国際協力人生を振

り返りつつ、これらの問いについて皆さんと共に考える機会とさせていただけ

ましたら幸いです。

2011年から2年間シニアボランティアとして派遣されたネパールで、技術専門学

校のＩＴ教師として活動しました。当時のネパールは連邦共和制への移行後の混

乱が長引き、未だ憲法もなくゼネストが頻発する状況でした。そこで過ごした体

験と共に帰国後も続く卒業生たちとの交流等についてお話ししたいと思います。

「ジャマイカの女性パワー」

「日本語教育分野の活動」

2006年から2009年までパキスタンのカラチで、日本語教育の分野でシニアボラ

ンティアの活動をしてきました。主な活動は現地の日本語教師に日本語教授法

や教室活動の指導をすることでしたが、教材作成や弁論大会の指導などもしま

した。活動を中心に体験したことをお話ししたいと思います。

「ネパールでの体験と学生達との交流」

第233回

6月18日
（水）

パナマ
（西 小枝）

ジャマイカでは、多くの女性が社会で活躍している。女性の経済参加率は世界8

位（日本120位）、女性管理職は50.9％（日本14.57％）と、日本と比べてかなり

高い。2018年から2020年に、首都キングストンの小学校教員養成大学で、理数

科教育改善に向けて取り組んだ。そこで活躍する女性達のパワーの歴史的背

景や、教育現場での様子を報告する。

「パナマでの普及員活動より」
パナマで村落開発普及員（栄養改善プロジェクトの一員）として過ごし、小国パナ
マの持つ豊かさと共に、発展に隣り合わせの様々なリスクを感じて環境教育や健
康グループの活動を行いました。先進国は良くも悪くも先に進んだ国。異文化に
接した時、相手の行動や常識の背景やその経緯に考えを巡らせる大切さ。それら
が最も私が学んだことです。情報過多のこのご時世。一番大事なのは“情報を得
る”こと？「勉強する」ことのメリットは？といった内容も共に考える機会を持てた
ら幸いです。

会員以外の方でWeb会議への参加希望者は、

1.氏名 2.メールアドレス 3.「体験発表会参加希望」を

明記の上、以下へメールをお送りください。

  メール宛先 ： info@jicasvob.com

  Web会議に参加するための招待メールをお送りします。
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